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（１）部活動地域移行検討委員会の目的等について

○鹿角市部活動地域移行検討委員会設置要綱

（令和５年４月１日施行）

・設置（第１条関係）

鹿角市立中学校の生徒のスポーツ及び文化芸術等の

①多様な活動の機会を確保し、

②体力や技能の向上を図るとともに、

③部活動に伴う教職員の負担軽減を図るため、

休日等の部活動の地域移行を検討する鹿角市部活動地域移行検討委員会を設置する。

・検討事項（第２条関係）

（１）部活動の地域移行のために必要な事項に関すること。

（２）その他必要な事項に関すること。
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（２）本市の現状について
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（２）本市の現状について

○部活動の参加状況 （人）
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（２）本市の現状について

○学校別部活動生徒数（令和５年度） （人）

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

１年 5 6 0 0 11 7 5 5 8 8 0 3 11 0 0 0 1 9 5 7 7 1 1 0 100

２年 7 8 1 1 9 4 8 8 4 10 2 12 11 1 1 3 1 9 1 11 6 6 5 2 131

３年 13 5 2 0 7 3 5 0 6 8 1 7 20 1 1 0 0 7 3 7 6 0 1 4 107

１年 3 9 7 10 5 1 6 6 0 2 6 0 0 1 0 4 3 10 3 0 0 0 76

２年 2 1 1 7 17 5 5 4 0 6 5 0 2 1 0 5 6 9 2 0 0 0 78

３年 3 9 7 7 6 3 1 4 1 5 7 2 0 0 0 6 2 5 1 0 0 0 69

１年 1 0 4 0 0 0 1 4 2 0 0 0 12

２年 2 2 3 1 0 0 0 4 0 0 0 0 12

３年 2 9 5 0 0 0 0 1 0 0 0 0 17

１年 0 0 0 0 8 3 4 4 2 0 1 1 7 0 1 0 0 31

２年 6 3 0 0 4 2 0 3 0 1 0 1 3 4 2 0 0 29

３年 1 2 0 0 3 3 3 3 0 0 1 0 6 1 1 0 0 24

45 54 3 1 57 38 46 22 30 48 4 42 82 7 5 7 5 65 20 49 32 11 7 6 686

八幡平

中学校

合計

外部団体への所属 外部も含めて所属なし

合計

花輪

中学校

十和田

中学校

尾去沢

中学校

バスケットボール バレーボール 野球 スキー 吹奏楽 文化部陸上 剣道 ソフトテニス 卓球
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（２）本市の現状について

○鹿角市教職員の勤務時間外在校時間の推移
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（２）本市の現状について

○鹿角市教職員の時間外在校等時間の各月の状況 （令和４年度）
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（２）本市の現状について

○鹿角市立中学校教職員の時間外在校等の状況 （令和４年度）

※適正な在校時間（第２次鹿角市立小・中学校多忙化防止計画より）

小学校 ７時３０分～１９時００分 中学校 ７時３０分～２０時００分
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（２）本市の現状について

○第２次鹿角市立小・中学校多忙化防止計画

部活動の活動基準の設定並びに部活動指導員配置に向けた環境整備

〈中学校〉

①活動時間は、平日２時間程度、休日３時間程度とする。

②活動休業日は週２日以上、土・日で１日以上、平日で１日以上とする。

③夏季休業中に１週間以上の連続した休業期間を設ける。

④第１・３日曜日の休業日を遵守する。

〈市教委〉

・部活動指導員を配置する。

・部活動指導を徐々に地域に移行させる。

①部活動地域移行検討委員会を設置し、休日の地域移行に係る具体的な取組を協議する。

②中学校の部活動について準備が整った部活動から休日の指導等を市内の地域スポーツ・文化クラブ

団体等が行う。
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（２）本市の現状について

○部活動指導員について

趣旨：中学校の部活動の充実と教職員の負担軽減を図るために設置

身分：市会計年度任用職員

待遇：報酬（＠1,600円/ｈ×上限210時間）、費用弁償（交通費相当）、労災保険料

財源：県補助金（部活動活性化事業補助金）、補助率 国1/3以内・県1/3以内

※R2年度からの活用（同一学校において同一の指導員配置は原則５年以内）

配置校：

Ｒ４年度 花輪中学校（陸上部）

（３名） 花輪中学校（吹奏楽部）

十和田中学校（バスケットボール部）

Ｒ５年度 花輪中学校（陸上部）

（４名） 花輪中学校（吹奏楽部）

十和田中学校（バスケットボール部）

八幡平中学校（バレーボール部）
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

・中学校部活動と休日におけるスポーツ・文化芸術活動に関するアンケート

期間：令和５年２月１５日～令和５年３月１０日（教職員のみ３月７日～３月２３日）

方法：オンライン回答または紙媒体での回答

対象・回答：【児童生徒】小学校６年生及び中学校１・２年生

（回答481名／658名、回答率73.1％）

【保護者】 小学校６年生及び中学校１・２年生の保護者

（回答492名／658名、回答率74.7％）

【教職員】 中学校教職員

（回答48名／63名、回答率76.1％）

回答者の割合：

小学校
６年生
15%

中学校
１年生
46%

中学校
２年生
39%

【児童生徒】

小学校
６年生
29%

中学校
１年生
36%

中学校
２年生
35%

【保護者】

20代

19%

30代

21%40代

29%

50代

27%

60代

4%

【教職員】
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ部活動に所属する目的【児童生徒】

0 100 200 300

体力や技術を向上させる

大会・ｺﾝｸｰﾙ等で良い成績を収める

友達と楽しく活動する

ﾁｰﾑﾜｰｸや協調する力を身に付ける

特にない

部活動以外に取り組めるものがない

学校以外に活動場所・施設がない

その他

0 50 100 150 200 250

体力や技術が向上している

友達と楽しく活動できている

大会・ｺﾝｸｰﾙ等で良い成績を収められた

ﾁｰﾑﾜｰｸや協調する力が身に付いている

仲間が増えた

特にない

自分に自信が持てるようになった

集中力が高まった

その他

Ｑ部活動を行っていて良いと思う点【児童生徒】

（複数回答可・人）（複数回答可・人）
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ部活動に関する悩み【児童生徒】 （複数回答可・人）

0 50 100 150 200 250

特にない

部活動の時間が長い・日数が多い

体が疲れやすい

学業との両立が難しい

部活動の時間が短い・日数が少ない

技能や技術の実技指導をしてほしい

家族の団らん・旅行ができない

他の児童生徒との関係が上手くいかない

部活動の顧問の先生の指導方針が合わない

レギュラーになれない

家族が活躍を期待しすぎている

眠くて授業に集中できない

ケガで活動ができない・なかなか治らない

部活動の指導が厳しい

家族の理解がない

その他
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ部活動に関する悩み【保護者】 （複数回答可・人）

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

特にない

校外への送迎が大変

児童生徒同士の人間関係

お金がかかる

学業との両立が難しい

ケガが心配

部活動の時間が短い・日数が少ない

部活動の顧問の先生の指導方針が合わない

家族の団らん・旅行ができない

部活動の時間が長い・日数が多い

部活動の指導が行き過ぎている

家族が活躍を期待しすぎている

その他
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

土日祝日の部活動が、顧問の先生以外の地域の指導者が指導するスポーツ・文化芸術活動（スポ少のイメージ）になったとしたら、

Ｑ参加したいか（参加させたいか）

すでに参加

している

13%

参加したい

20%

どちらかと

いうと参加

したい

26%

どちらかと

いうと参加

したくない

23%

参加しない

18%

【児童生徒】 【保護者】

すでに参加さ

せている

23%

参加させたい

28%

どちらかというと参加さ

せたい

32%

どちらかという

と参加させたく

ない

13%

参加さ

せない

4%
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ参加したい（または参加させたい）スポーツ・文化芸術活動（複数回答可・人）

0 50 100 150 200 250

特定の活動を継続的・長期間にわたり専念する活動

様々なｽﾎﾟｰﾂや文化芸術活動の体験教室のような活動

レクリエーション的な活動

シーズン制のような複数の運動種目を経験できる活動

様々な年代や世代と交流できる活動

障害の有無にかかわらず誰もが一緒に参加できる活動

その他

【児童生徒】 【保護者】
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ参加しない理由【児童生徒】 （複数回答可・人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ゆっくりと休みたいから

自分の好きなことをして過ごす時間がほしいから

勉強する時間をもっと持ちたいから

友達と遊びたいから

興味のあるスポーツや文化芸術活動がないから

家族と過ごしたいから

その他
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

0 10 20 30 40 50 60

送迎の負担が大きいから

勉強する時間をもたせたいから

自分の好きなことをして過ごす時間を作ってほしいから

ゆっくりと休ませたいから

家族と過ごさせたいから

家計の負担が大きいから

子供が興味を持っているスポーツや文化芸術活動がないから

友達と過ごす時間をもたせたいから

特にない

その他

Ｑ参加させたくない理由【保護者】 （複数回答可・人）
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ現在担当している部活動の

競技・活動経験、指導経験【教職員】

61%

39%

過去に一定期間の競技・活動経験がある

自身の競技・活動経験はない

Ｑ部活動の問題・課題【教職員】 （複数回答可・人）
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0 10 20 30

勤務時間外の無償での従事

競技志向の生徒と楽しみ志向の生徒の共存

休日での勤務

専門的な技術指導力不足

プライベートの時間が少なくなること

中体連等の業務

保護者の過度の期待

生徒間のトラブル対応など部員の人間関係

生徒との関係構築

保護者の無関心

練習内容等を生徒と話し合う時間の確保

顧問・指導者による暴力、暴言



（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ平日の学校部活動の顧問を

担当してもよいと考えるか【教職員】

考える

50%

考えない

50％

Ｑ土日や祝日の部活動が、地域の指導者が指導するスポーツ・

文化芸術活動（スポーツ少年団のようなイメージ）になったとした
ら、

その指導者として参加したいと思うか【教職員】

指導者として

参加したい

35%

指導者として参加

したくない

65%
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（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

Ｑ指導者の従事形態について

希望するもの【教職員】

有償

29%

無償

12%

どちらでも

よい

59%

Ｑどのような課題が解決できれば参加したいと思うか【教職員】

（複数回答可・人）
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0 5 10 15 20 25

プライベートの時間の確保

報酬の向上

中体連等の業務の簡略化や担当替え

競技志向と楽しみ志向の生徒のすみ分け

保護者の過度の期待の解消

練習内容等を生徒と話し合う時間の確保

専門的な技術指導力の向上

生徒間のトラブルなどの解消

生徒との関係性の向上

指導者による暴力、暴言の解消

保護者の関心度向上

特に理由はない



（２）本市の現状について

○令和４年度アンケート結果

①部活動顧問に関する課題
・本来の業務への影響
・未経験の競技を指導することの困難さ

②現在の部活動の課題
・少子化により部活動が成立しないこと
・質の高さを求められること
・吹奏楽部など文化活動の衰退の危惧

③部活動指導に対する報酬への考え方
・頑張っても報われず、生活が不安
・地域移行しても対価は支払われるべき

④中体連業務の負担
・会議、出張、大会の準備や運営などの業務の
多さ

・業務外だが、心身の負担が大きい

⑤地域移行に関する不安
・生徒指導面に対する不安
・学校の関わり方に対する不安
・指導者確保の不安
・過疎地域での在り方に対する不安

⑥地域移行に関する建設的な意見
・市としての街づくりの視点で枠組みを考える
べき。

・各協会との具体的な協議の必要性
・上位大会への派遣費補助の継続

Ｑその他自由記載【教職員】
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（３）方向性について

○休日の地域移行における運営形態の類型例のイメージ

出典：運動部活動の地域移行等に関する実践研究事例集

区分 運営例

①地域団体・人材活用型
市区町村教委が地域の団体（地域スポーツ団体や地元企業、大学等）や

地域の指導者と連携し、運営する形で実施

②任意団体設立型
市区町村が任意団体（一般社団法人や協議会等）を創設し、任意団体が

運営する形として実施

③競技団体連携型 市区町村が競技団体と連携して運営する形として実施

④総合型地域スポーツクラブ運営型 総合型地域スポーツクラブが運営する形として実施

⑤体育・スポーツ協会運営型 体育・スポーツ協会が運営する形として実施

⑥民間スポーツ事業者運営型 民間スポーツ事業者が運営する形として実施

その他 ⑦その他の類型 学校と関係する団体や地域学校協働本部等が運営する形として実施

類型例
運営形態

市

区

町

村

運

営

型

地

域

ス

ポ

ー

ツ

団

体

等

運

営

型
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（３）方向性について

○休日の地域移行における運営形態の類型例のイメージ

出典：運動部活動の地域移行等に関する実践研究事例集

①地域団体・人材活用型 ②任意団体設立型
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（３）方向性について

○休日の地域移行における運営形態の類型例のイメージ

③競技団体連携型 ④総合型地域スポーツクラブ連携型

出典：運動部活動の地域移行等に関する実践研究事例集
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（３）方向性について

○休日の地域移行における運営形態の類型例のイメージ

出典：運動部活動の地域移行等に関する実践研究事例集

⑤体育・スポーツ協会運営型 ⑥民間スポーツ事業者運営型
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（３）方向性について

○休日の地域移行における運営形態の類型例のイメージ

出典：運動部活動の地域移行等に関する実践研究事例集

⑦地域学校協働本部や保護者会等運営型
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（３）方向性について

○スポーツ協会資料
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（３）方向性について

○スポーツ振興課資料

（別添配布）
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（３）方向性について

○課題整理

課題 内容 備考

①休日等部活動の位置づけ 平日の部活動は教職員が指導し、休日等は外部指導者が指導
する。

②練習場所 スポ少と同様に「学校施設の開放に関する規則」による学校
施設の使用許可を可能とさせる。

③練習試合・大会参加 できるだけ外部指導者が対応する。
教職員はボランティアまたは兼業による。
※中体連主催大会は夏総体、秋新人戦の計２回。

④上位大会への宿泊交通費等の補助 現状は、
鹿角市児童生徒派遣費補助金 及び
鹿角市スポーツ少年団大会派遣補助金。

⑤地域移行の手法 鹿角地域にふさわしい運営形態

⑥地域移行化に必要な財源と費用 国県補助制度による部活動指導員の配置は令和７年度まで
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（３）方向性について

○課題整理

課題 内容 備考

⑦外部指導者の資格 必要な資格の有無と資格取得費用

⑧危機管理と責任の所在 休日等の練習時に事故が発生した場合の対応

⑨平日と休日等の指導方法の相違 平日の部活動顧問との綿密な意思疎通が必要

⑩団体活動会費 土日の外部指導者（団体）への会費負担

⑪指導者不足 各団体における人材の状況

⑫活動に必要な資材の経費負担 学校備品以外（野球場など）の資材の整備費等
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（３）方向性について

○今後のスケジュール

令和５年度

第１回（本日） 検討委員委嘱

現状と課題の共有

第２回（７月頃） 課題整理（各団体からの意見収集、意見交換）

運営主体のあり方について協議

第３回（10月頃） 運営主体のあり方についての中間とりまとめ

詳細な課題整理（役割分担、指導者確保、経済的負担等）

第４回（１月頃） 課題整理（各団体からの意見収集・意見交換）

次年度以降の体制について
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